
正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
土
・
筆
」　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

風
に
く
る
く
る
畑
の
風
車
婆
が
作
っ
た
土
竜
よ
け　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

寒
さ
遠
の
き
来
る
春
嬉
し
心
弾
ん
で
土
い
じ
り　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

土
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
と
心
も
体
も
健
康
に　
　
　
　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

土
が
ひ
び
割
れ
畑
が
地
図
に
地
下
で
も
ぐ
ら
の
運
動
会　
　
　
　

上
野
八
千
代

土
筆
顔
出
す
芽
吹
き
の
季
節
あ
た
り
一
面
春
が
す
み　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

和
歌
を
流
し
た
川
跡
残
し
土
で
埋
も
れ
る
毛
越
寺　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

土
の
詰
ま
っ
た
手
の
爪
切
っ
て
明
日
は
花
見
の
吟
行
会　
　
　
　

篠
原
美
千
代

寒
さ
や
わ
ら
ぎ
緑
が
増
し
て
花
の
寄
せ
植
え
土
作
り　
　
　
　
　

関
根
秀
子

美
味
い
土
釜
の
め
し
さ
え
あ
れ
ば
お
か
ず
今
イ
チ
気
に
な
ら
ず　

高
橋
一
歩

地
殻
変
動
エ
ジ
プ
ト
大
地
金
や
宝
石
生
む
土
石　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

里
の
土
筆
と
娘
を
待
つ
母
の
首
を
の
ば
し
た
春
休
み　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

土
に
根
を
張
り
春
告
げ
群
れ
る
強
い
雑
草
仏
の
座　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

愛
し
人
宛
思
い
の
丈
と
感
謝
伝
え
る
筆
を
馳
す　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

土
と
光
の
力
を
か
り
て
守
る
食
糧
老
い
の
農　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

荒
土
ア
フ
ガ
ン
緑
土
化
進
め
意
思
を
貫
き
逝
っ
た
彼　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

亡
母
の
筆
跡
ひ
と
さ
し
指
で
な
ぞ
り
気
づ
い
た
同
じ
癖　
　
　
　

山
崎
笑
子

土
を
か
き
分
け
顔
出
す
う
ど
は
白
と
黄
色
で
競
い
合
う　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

球
春
や
わ
が
初
ホ
ー
ム
ラ
ン
左
翼
超
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

春
嵐
植
え
て
気
を
揉
む
野
菜
苗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

移
動
販
売
車
待
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
揺
ら
し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

天
空
に
国
境
は
無
し
黄
砂
降
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

つ
ば
め
き
て
見
守
り
し
こ
と
ま
た
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

春
眠
の
遠
く
切
れ
ぎ
れ
雨
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

幸
福
を
拡
ぐ
る
如
く
ミ
モ
ザ
分
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

春
疾
風
災
害
残
し
走
り
去
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

春
光
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

看
護
師
の
挿
絵
や
さ
し
く
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

▼
友
だ
ち
や
知
り
合
い
に
目
標
を

伝
え
た
り
身
近
で
話
を
し
よ
う
。

▼
い
ち
早
く
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
大
切
。
型
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
新
し
い
伝
え
方
を

考
え
だ
す
こ
と
も
大
切
。
ま
ず

は
や
っ
て
み
よ
う
。

◇
引
用
「
世
界
が
ぐ
っ
と
近
く
な

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ボ
ク
ら
を
つ
な

ぐ
本
」

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～

男女がともに
　 輝くために

（賦課のもととなる金額）×所得割率（賦課のもととなる金額）×所得割率

後期高齢者医療保険料率は、高齢化等による医療費の増加等を反映し、２年ごとに見直されます。
令和６・７年度における茨城県の後期高齢者医療保険料率は下記のとおり決定されており、令和７年
度の所得割率は一律９．６６％となります。
※県内は均一の保険料率となります。

後期高齢者医療保険料のご案内

保険料が特別徴収（年金から天引き）されている方へ

■問合せ　国保年金課☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６・１１７

令和６年度から、年金から天引きされる保険料額を平準化（均等化）します。対象の方には税額決定
通知書とともにお知らせいたします。詳しくは村ＨＰをご覧ください。「後期高齢者医療保険料の平準
化について」https://www.vill.miho.lg.jp/page/page012709.html

１．所得が低い方に対する均等割額の軽減

２．被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減

令和７年度の保険料軽減措置について

※収入が公的年金の方は、年金収入額から公的年金控除（年金収入額が３３０万円未満は１１０万円）を
差引き、６５歳以上の方は、さらに高齢者特別控除（１５万円）を差引いて判定します。

後期高齢者医療制度に加入する前日に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方は、均等割額が
５割軽減（加入後２年間に限る）されます。また、所得割額の負担はありません。
※国民健康保険、国民健康保険組合の加入者であった方は該当しません。
※「１．所得が低い方に対する均等割額の軽減」が対象の場合は、軽減割合が高い方が優先されます。

世帯の所得水準にあわせて、次のとおり均等割額が軽減されます。

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合算額が次の場合世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合算額が次の場合

①４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」以下の世帯①４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」以下の世帯

②４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」
②４３万円＋「３０万５千円×世帯の被保険者数」以下の世帯
②４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」
②４３万円＋「３０万５千円×世帯の被保険者数」以下の世帯

③４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」
③４３万円＋「５６万円×世帯の被保険者数」以下の世帯
③４３万円＋「１０万円×（給与所得者等の数－１）」
③４３万円＋「５６万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

軽減割合軽減割合

７割７割７割

５割５割５割

２割２割２割

所得割額所得割額

・賦課のもととなる金額 ＝ 総所得金額等 － 基礎控除額
・総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差引いた

もので、社会保険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年
金は、収入に含みません。

・年収約１，０００万円を超える方を対象とする賦課限度額（保険料の年間上限額）は引き上げを段階的
に実施され、令和５年度の６６万円から令和６年度は７３万円（令和６年度に新たに７５歳に到達する方
は８０万円）、令和７年度は８０万円となります。

★個人ごとの保険料額の決めかた

１年間の保険料額
（１００円未満切捨て）
１年間の保険料額
（１００円未満切捨て） ４７，５００円４７，５００円

被保険者一人当たり被保険者一人当たり
均等割額均等割額

＝＝ ＋＋

４７，５００円均等割額均等割額

令和７年度令和７年度

所得割率所得割率 ９．６６％

区分区分賦課のもととなる金額が
５８万円以下の方

賦課のもととなる金額が
５８万円以下の方

賦課のもととなる金額が
５８万円超の方

賦課のもととなる金額が
５８万円超の方

４７，５００円

９．００％ ９．６６％

令和６年度令和６年度

均等割額均等割額

所得割率所得割率

区分区分

令和７年度の後期高齢者医療保険料率について

16広報みほ　令和７年５月号広報みほ　令和７年５月号広報みほ　令和７年５月号


